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今世紀，とりわけ 2010 年代後半以降，世界

の政治経済の変化が激しい。貿易では，中国経

済が 10 年に世界第 2 位に浮上する頃から，世

界の中国への関心は高成長から国際的影響力の

問題に移った。トランプ政権が 2018 年に始め

た米中貿易戦争はバイデン政権に引き継がれ，

対立点も貿易から先端技術覇権，国家安全保障

へと質的に変化してきた。ところで，グローバ

ル化の波に乗り経済を急成長させてきたのが，

とりわけ中国を筆頭とするアジアである。米中

覇権争いの真っただ中にあってアジアの最大の

課題は，新たな発展に向けて国際環境をどう

創っていくかである。

石川・馬田・清水編『高まる地政学的リスク

とアジアの通商秩序』は，アジア経済を取り巻

く環境変化の中での通商秩序の在り方を探ろう

とするものである。「はしがき」と第 1 部「高

まる地政学リスクとアジア」，第 2 部「不透明

性を増すアジアの経済連携の行方」，第 3 部

「アジアのニューノーマル（新常態）への課題」

の計 15 章で構成される。

第 1章では，これまでアジアの発展で推進機

能を果たしてきた ASEAN の中心性の原則が

米中覇権争いだけでなく，内部からも挑戦を受

けている現実が指摘される（大庭三枝）。続い

て第 2章と 3章で，この覇権争いがアジア太平

洋貿易の基調を自由主義から保護主義に転換さ

せている事実を確認する(大橋英夫，遊川和

郎)。第 4 章と 5 章では，覇権争いによるサプ

ライチェーンの分断が確認され，同時にインド

の重要性も指摘される（馬田啓一・熊谷章太

郎)。第 2 部は 6 章で東アジアの地域協力で果

たした ASEAN と RCEP の意義が，第 7 章で

は CPTPP の新規加盟をめぐる最新動向が確認

される(清水一史・三浦秀之)。第 8章と 9章で

は米国提案の IPEF が考察され，続いて覇権争

いによるデカップリングへの日本企業の対応が

確認される(若松勇，助川成也)。10 章では米

中の対中戦略と対抗策などが総括的に示される

（石川幸一）。第 3 部は第 11 章で中国の成長政

策が整理され，一帯一路を含めて政策の有効性

が示される（朽木昭文）。第 12 章と 13 章では

韓国のサプライチェーン強靭化の取組み，次い

でアジア貿易での ICT 関連財，デジタル化の

展開が確認される（百本和弘・大泉啓一郎）。

第 14 章ではアジア域内通貨・金融体制が展望

され，終章で日本の経済安全保障政策の必要性

が訴えられる（赤羽裕・細川昌彦）。

本書はASEAN，日韓，いわば「小国」の視点

を重視しつつ米中覇権争いで生じる変化を考察

し，複眼的にアジアの通商秩序を探ろうとして

いる。各章の叙述も簡明である。激変する国際環

境の中で，私たちは発展の方向性をどこに据え

るか。編者らは執筆者間の「意見の調整」をし

ていないと書くが，本書からはアジアの発展に

おける自由貿易体制の重要性が伝わってくる。

（ひらかわ ひとし）
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